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観音寺国際音楽フェスティバル第６回
夢と希望、溢れ出る感動を

鑑賞者募集
（無  料）

生涯学習課　☎２３−３９４３

　世界中で活躍する若き演奏家がモスクワから来日、素晴らしい楽器の

音色や歌声を生で聴き、感動的な演奏を目の前で見ることができます。

　大野原会館　 と市民会館　 での鑑賞者を募集します。（無料）

　希望する人は、往復はがきで申し込んでください。

国際的ピアニスト　アンドレ・シプコーと

ヴァイオリン界の貴公子　セルゲイ・パス

ペーロフによる夢の共演ほか

　定員：６００人

　時間：午後７時～午後９時

　往復はがきに必要事項を記載し、申し込んでくだ

さい。（はがき１枚につき、１人）

　後日、返信用はがきにお知らせなどを記載して返

送します。この返信用はがきが入場用鑑賞券になり

ますので、当日忘れずに会場に持ってきてください。

●受付期間：９月２８日（金）まで（当日消印有効）

　定員になり次第締め切り（受付終了後で

も空席がある場合は申し込みできます。問

い合わせてください。）

●記載方法

前回（平成２２年）の市民会館での公演の様子

チャイコフスキー記念国立モスクワ音楽院ゆかり

の上記出演者全員によるステージ

　定員：１，３００人

　時間：午後１時～午後３時３０分

　市内のすべての小・中学校で、
児童・生徒を対象にミニコンサ
ートをします。

●出演者

アンドレ・シプコー（ピアノ）、セルゲイ・パスペーロフ（ヴァイオリン）、イリーナ・

ソーポヴァ（ヴィオラ）、グレプ・カルプーシキン（ホルン）、セルゲイ・リャザ

ノフ（バイヤン）、セルゲイ・コレソフ（サクソフォーン）、リディア・スヴェト

ザローヴァ（ソプラノ）、加島千香子（ピアノ）、加島華奈子（ピアノ）

１０月２３日（火）大野原会館 １０月２８日（日）市民会館大ホール

１０月２２日（月）～２６日（金）
【 学校公演 】

はぐくみコンサート

A

A

B

B

申し込み方法

往信
50

往信用　あて先（申込先） 返信用　あて先（返信先）返信用　裏面 往信用　裏面

①希望する公演
（Ａ・Ｂのいずれか１つ）
（両方希望する場合は、
それぞれ申し込みが必要）

②郵便番号
③住所
④氏名
⑤電話番号

②
自
分
の
住
所

①自分の郵便番号

③
自
分
の
氏
名

　様

返信
50

※

何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い

７６８ ８６０１

観
音
寺
市
生
涯
学
習
課
内

第
６
回
観
音
寺
国
際
音
楽

フ
ェ
ス
ティ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
住
所
記
載
不
要
）
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ことしもアップルトン市から訪問団が来観
日本の子どもたちや文化に触れ、思い出を胸にアップルトンへ

　今
回
は
じ
め
て
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
受
け
入
れ
。
わ
が
家
で
は
、

日
本
的
な
折
り
紙
や
流
し
そ
う

め
ん
、
習
字
、
地
引
網
な
ど
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
た
。
あ
っ

と
い
う
間
の
一
週
間
で
し
た
が
、

普
段
通
る
場
所
や
食
べ
る
も
の

い
ろ
い
ろ
な
事
が
彼
ら
と
一
緒

だ
と
ま
た
違
っ
た
目
線
や
感
覚

で
体
験
で
き
た
こ
と
。

　わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
が
受

け
た
す
ば
ら
し
い
影
響
や
関
心
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な

っ
た
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｆ
・
Ｓ
）

　わ
が
家
の
子
ど
も
た
ち
に
も

異
文
化
に
触
れ
て
ほ
し
い
と
の

思
い
か
ら
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の

受
け
入
れ
を
申
し
込
ん
だ
も
の

の
、
小
さ
い
子
ど
も
が
３
人
も

い
て
大
丈
夫
か
な
と
少
し
不
安

で
し
た
。

　し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
も

す
ぐ
に
打
ち
解
け
て
く
れ
、
日

本
食
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
や
自
分
の

夢
に
つ
い
て
も
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
い
つ
か
ま
た
私
た
ち
も

ア
ッ
プ
ル
ト
ン
市
に
行
け
た
ら

な
、
と
家
族
で
話
し
て
い
ま
す
。

　本
当
に
素
晴
ら
し
い
体
験
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｉ
・
Ｋ
）

初
め
て
の
受
け
入
れ

素
晴
ら
し
い
思
い
出
に

歓迎会であいさつをする訪問団の６人

日本の文化を体験
市長表敬訪問

うどん打ちを体験し、大感激

豊田小学校で「思い
やりプロジェクト」

の交流

高校生との交流授業

出発前に抱負を述べる派遣団の子どもたち

　昭和６３年１月２７日に、アメリカ合衆国アップル
トン市と姉妹都市縁組を締結して２４年。ことしも
アップルトン市から６人の訪問団を迎え、７月１１
日から２４日までの２週間、ホームステイをしてお
互いの交流を深めました。
　今回は、アップルトン市の学校で取り組んでい
る「思いやりプロジェクト」を観音寺市にも広げ
たいとの思いから豊田小学校で交流。３・４年生

が「思いやり」をイメージする絵と言葉を描き、
パッチワークにしてアップルトン市に贈りました。
また、観音寺第一高等学校での交流やうどん打ち
体験、お茶会、各家庭での交流などたくさんの思
い出の宝物を胸にアップルトンへと帰っていきま
した。同日、市から１２人の青少年たちが２週間の
ホームステイに出発。アメリカの生活を体験、大
きく成長して帰ってきました。

アップルトン市から贈られた「思いやり」を描いたパネル
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日時：９月２２日（祝・土）
　　　午前１０時～午後４時
場所：萩の丘公園、萩原寺

○腹おどり・大野原音頭

○かがわ源平紅白キャラバン隊

○地元特産品プレゼント

○太鼓・大正琴の演奏

○ふるさとのキャラクター大集合（市内・県内

のキャラクターや今治市のバリィさんなど）

○特産品の販売・飲食ブース

ＮＨＫ−ＢＳプレミアム 「 に っ ぽ ん 縦 断  こ こ ろ 旅 」
　俳優・火野正平さんが皆さんのお便りをもとに
自転車で全国を旅しています。香川県も旅のルー
トに決定！皆さんのこころに残る風景とエピソー
ドを募集します。観音寺の魅力を全国に発信しま
せんか？
　　　　郵送またはＦａｘ、番組ホームページで
住所、氏名、電話番号、性別、年齢、観音寺市の
思い出の場所、場所にまつわるエピソードを明記
し、下記へ申し込んでください。

（郵　送）〒１５０−８００１　ＮＨＫ「こころ旅」係
（Ｆａｘ）０３−３４６５−１３２７
（Ｈ　Ｐ）「にっぽん縦断 こころ旅」
　　　　　http: / /www.nhk.or . jp /kokorotabi /
　　　　９月２８日（金）必着

１０月２９日（月）～１１月４日（日）
（月～金）午前７時４５分～午前８時
（土・日）午前１１時～午前１１時５９分

　　　　　　　☎０５７０−０６６−０６６

　ちょうさ会館で１０月６日（土）から１１月４日（日）に
開催する「粋でいなせな法被展」～市内の法被大集
合～で展示する法被と写真を募集します。いろいろ
な法被・写真を通して、ちょうさの台数や素晴らし
さを紹介します。
　　　　市内の法被（現物）、ちょうさの写真
　　　　９月２８日（金）までに、ちょうさ会館に提出
　　　　〒７６９−１６０１
　　　　豊浜町姫浜９８２−１
　　　　ちょうさ会館 ｢粋でいなせな法被展」係

法被は、展示終了後に取りにきてください。
（その際、クリーニング等はできません。）
写真は返却しません。返却を希望する場合
は、提出時に申し出てください。

　ちょうさ会館　☎５２−５５００
　商工観光課観光係　☎２３−３９３３

①午前１１時３０分～

②午後２時３０分～

ショー終了後に撮影会

をします。
観覧無料

○琴の調べを聞きながらの野だて

○骨とう市

○宝物館秘宝展

○萩だんごの販売

　　　　　　など

　短歌会、ゲートボール大会、萩カップテニス大会

　ペタンク大会

　商工観光課　萩まつり実行委員会事務局

　　　　　　　　　　　　　　　　☎２３−３９３３

萩原寺には２千株

余りの萩の花が咲

き誇ります。

９月２２日（祝・土）　萩の丘公園

クレヨンしんちゃん＆アクション仮面
　　　　　　　　バラエティーショー

こころに残る風景とエピソード ちょうさ会館お楽しみ情報
粋でいなせな法被展

協賛イベント

問い合わせ先

９月１６日（日）、２２日（祝・土）　萩原寺

第 27 回

萩 まつ り

募  集 募  集

応募方法
募集内容

注意

受け付け

問い合わせ先 

問い合わせ先 

締め切り

放送予定（香川県）
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カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

第４７回
かんおんじ

銭
形
ま
つ
り

　４７
回
目
を
迎
え
る
夏
の
風
物
詩
・
銭
形
ま
つ
り
が
７
月
１５
日
・
１６
日

の
２
日
間
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　銭
形
よ
さ
こ
い
に
は
、
６５
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
暑
さ
を
吹
き
飛
ば
す

熱
い
舞
い
を
披
露
。
親
子
潮
干
狩
り
に
は
、
市
内
外
か
ら
約
５
千
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
プ
リ
を
目
指
し
た
ダ
ン
ス
の
競
演
・

銭
形
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
や
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ａ

　Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
、

地
元
高
校
生
ロ
ッ
カ
ー
の
演
奏
・
銭
ロ
ッ
ク
、
お
土
産
広
場
・
ぜ
に
が

タ
ウ
ン
、
銭
形
や
た
い
村
な
ど
に
多
く
の
人
が
集
い
、
熱
い
夏
を
満
喫

し
ま
し
た
。

グランプリを獲得した“スタジオみき”

熱い踊りに見入る観客

熟練した
踊りを披

露

当たり札の付いたハマグリを求めて

ＧＵＥＳＴ　ＬＩＶＥ
　　　　ＴＯＭＯＫＡ

一致団結して踊ります

キュー
トな踊

り

エネ
ルギ
ッシ
ュに

踊って暑さを
吹き飛ばせ！
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ＳＥＴＯＵＣＨＩ ＴＲＩＥＮＮＡＬＥ ２０１３
　　芸術祭通信　ｖｏｌ．４

商工観光課　☎２３−３９３３

　国道１１号線から一の宮公園に

入ると、古い松の木が立ち並ぶ

松林があります。松の木漏れ日

が降り注ぐ空間に、イサム・ノ

グチの遊具彫刻を設置しました。

　付近にはキャンプ場があり、

バーベキューやキャンプをしな

がら、のんびりと遊具を楽しん

でみませんか。

　また７月号で紹介した海辺の

芝生広場にも、イサム・ノグチ

の遊具彫刻がたくさんあります。
市役所の職員の名札を芸術祭ＰＲ

名札にリニューアルしました。

これから１年かけて、伊吹島での

開催をＰＲしていきます。

伊吹島での芸術祭開催期間

平成２５年７月２０日（土） 

　　　　　～９月１日（日）

市内のアートをめぐる旅
   　　　～イサム・ノグチ遊具彫刻②～ 

一人で悩まないでね　一緒に考えよう
少年育成センター

やまびこテレホン（相談電話）

▲立方体を積み重ねた
　　　　「プレイキューブ」

▲ユニークな形の遊具
　　　「プレイ スカルプチュア」

市民課市民生活係　☎２３−３９２４ ☎２３−０９００
　県内で交通死亡事故が多発していま

す。一人ひとりが交通ルールやマナー

を守り、大切な命を守りましょう。

●早めのライト点灯と反射材等の着用

●すべての座席のシートベルト着用

●チャイルドシートの正しい着用

●飲酒運転は、絶対にしない

●交差点では、徐行と安全確認を徹底

●黄色信号では必ず止まる

平日　午前８時３０分～午後５時
坂本町七丁目１４番７８号（三豊合同庁舎正門前）
Ｅメール　ikusei@city.kanonji .lg.jp
ＦＡＸ　　２５−４２８５

　観音寺市少年育成センターでは、専門の
相談員がいろいろな相談に応じています。
一人で悩まず、気軽に相談してください。
悩みに大きい小さいはありません。相談す
ることは恥ずかしいことではありません。
問題解決に向かう大きな第一歩です。

いじめで悩んで

いませんか？話

をしてみて一緒

に考えましょう。

子ども・若者についての
　　　　　　心配や悩み

聞いてもらいたい
ぼくの、わたしの悩み

芸術祭をＰＲする名札に！

○不登校　　○いじめ　　○非行
○学習や発達に関すること
○友だち、先生との人間関係
○ニート・ひきこもり
○家庭問題（子育て、家族関係など）
など

○学校・職場のこと
○学習や進路・就職のこと
○先生、友だち、家族との関係
○性についての悩み
○ネット等の被害
など

少年育成センタ

ーでの相談もで

きます。

秘密は厳守しま

す。気軽に利用

してください。

守ろう
　大切な命
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　「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
」
と
は
、
誰
も
が
年
齢
や

性
別
を
問
わ
ず
、
働
き
な
が
ら

家
庭
生
活
や
地
域
活
動
な
ど
、

仕
事
以
外
の
生
活
も
自
分
の
望

む
バ
ラ
ン
ス
で
実
現
で
き
る
状

態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　仕
事
は
暮
ら
し
を
支
え
、
生

き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
し
て

く
れ
ま
す
。
同
時
に
家
事
や
育

児
、
地
域
活
動
な
ど
も
欠
か
す

こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
と
の
充
実
が
あ
っ
て
こ

そ
人
生
の
生
き
が
い
や
喜
び
は

倍
増
し
ま
す
。

　し
か
し
現
実
に
は
、
正
社
員

以
外
の
働
き
方
の
増
加
に
よ
る

経
済
的
困
窮
や
長
時
間
労
働
に

よ
る
心
身
疲
労
、
仕
事
と
子
育

て
や
介
護
と
の
両
立
な
ど
、
仕

事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱
え

る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
、
働
く
人
々
の
将
来
へ

の
不
安
の
大
き
な
要
因
と
な
っ

て
い
て
、
社
会
の
活
力
の
低
下

や
未
婚
化
、
少
子
化
、
人
口
減

少
に
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
え
ま
す
。

　ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
は
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
、
企
業
と
社
員
そ
れ
ぞ
れ

が
メ
リ
ッ
ト
を
意
識
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
初
め
て
実
現
す
る

も
の
で
す
。
実
現
す
れ
ば
、
よ

り
充
実
し
た
生
活
を
送
り
な
が

ら
働
く
こ
と
が
で
き
、
企
業
は

社
員
の
力
を
十
分
に
引
き
出
す

こ
と
で
、
社
会
全
体
に
も
活
力

を
生
み
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　皆
さ
ん
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
向
け

て
、
自
分
自
身
の
生
活
を
い
ま

一
度
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画

「
ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
」の
実
現
に
向
け
て

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　外
国
人
の
人
権

っ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
同
じ
環
境
で
生
活
す
る
住

民
と
し
て
、
違
い
を
認
め
合
い

な
が
ら
お
互
い
を
理
解
し
、
近

所
の
人
と
接
す
る
よ
う
な
心
遣

い
が
で
き
る
付
き
合
い
方
に
、

安
心
と
喜
び
を
感
じ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　帰
国
の
際
「
豊
か
な
自
然
と

人
情
厚
い
人
に
囲
ま
れ
て
、
快

適
に
過
ご
せ
た
」「
素
晴
ら
し
い

ま
ち
で
生
活
で
き
て
よ
か
っ
た
。

ま
た
、
観
音
寺
市
に
来
た
い
」

と
好
印
象
が
残
せ
る
よ
う
な
ま

ち
で
あ
れ
ば
す
て
き
で
す
ね
。

　国
際
化
が
進
み
、
日
本
に
定

住
し
て
い
る
外
国
人
登
録
者
は
、

約
２
０
９
万
人
で
す
。
そ
の
中

で
本
市
の
外
国
人
登
録
者
数
は

４
４
３
人
（
平
成
２４
年
３
月
３１

日
現
在
）
で
、
国
籍
別
に
み
る

と
、
中
国
が
２
４
６
人
で
最
も

多
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
４９
人
、

韓
国
・
朝
鮮
３７
人
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
３５
人
、
ブ
ラ
ジ
ル
１８
人
、
ベ

ト
ナ
ム
１６
人
、
米
国
１４
人
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
１３
人
、
そ
の
ほ
か
の

国
が
１５
人
で
す
。

　外
国
人
に
対
し
、
わ
た
し
た

ち
は
ど
の
よ
う
な
人
権
感
覚
を

持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
人
は
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

カ
、
南
米
出
身
の
人
に
対
し
て

誤
っ
た
優
越
感
を
持
ち
、
欧
米

の
人
に
対
し
て
は
劣
等
感
を
持

つ
傾
向
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
社
会
環
境
の
中
、

日
本
在
留
の
外
国
人
は
、
慣
れ

な
い
習
慣
や
言
葉
の
違
い
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
、
農
業
や
工
業

の
技
術
を
修
得
す
る
た
め
に
研

修
を
し
た
り
、
企
業
で
働
い
た

り
し
な
が
ら
一
生
懸
命
に
生
活

し
て
い
ま
す
。

　も
し
反
対
に
、
わ
た
し
た
ち

が
外
国
生
活
を
送
る
こ
と
に
な

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

中部中学校３年（平成２３年度）
久保田　絵美さん

豊浜小学校６年（平成２３年度）
合田　侑加さん
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　豊浜小学校自転車クラブの児童が、第４７回交通安全
子供自転車全国大会への出場を白川市長に報告しまし
た。県大会では団体優勝、個人の部でも１位から４位
までを独占。全国大会に向けて「実力を発揮して個人
優勝を目指したい」「ミスの無いように頑張りたい」
など一人ひとりが、しっかりと決意を語りました。

ことしも県大会で優勝、全国へ24
7

31
7

　萩原小学校の子どもたちと老人クラブ・三楽会との
交流会のそうめん流しがありました。５年生の宿泊学
習の一環で、前日には会員の指導で、竹から器とおは
しを制作。８回目を迎えるそうめん流しには、５年生
を含む約１０５人の子どもたちや保護者が参加し、竹の
中を流れるそうめんやミニトマト、ウインナーをおい
しそうに食べていました。

竹の中を流れるそうめん、おいしいね28
7

オーストラリアで学ぶ１週間
　観音寺市中学生海外派遣事業結団式が中央図書館で行わ
れました。川上実行委員長は「難しいことにも挑戦し、お
金では買うことのできない大切なものを持ち帰ってくださ
い」と激励のあいさつ。派遣する中学３年生１８人が、滞在
中にやってみたいことや意気込みなどを一人ひとり英語で
決意表明し、元気に出発しました。

　お気に入りのぬいぐるみが図書館で一晩を過ごすお
とまり会が中央図書館であり、約３０人の子どもたちが
参加しました。翌日のお迎え時に、ぬいぐるみが夜の
図書館を楽しんでいる写真を渡すと、うれしそうな様
子の子どもたち。クマやイヌ、パンダなどたくさんの
ぬいぐるみと子どもたちでにぎやかで楽しいイベント
になりました。

初の試み、ぬいぐるみのおとまり会28
7

　大自然災害発生時に、より安全な避難行動や協力活
動をするため、一ノ谷小学校５年生と地域の人たちに
よる防災プロジェクトがありました。防災講演会や起
震車での地震体験、防災ずきん作り、大釜での炊き出
し訓練、もらい風呂、避難場所をマップに記入するな
ど盛りだくさんの内容を体験。子どもたちは体験的な
学習を通して、友だちや地域の人たちと協力する大切
さを再認識したようでした。

防災キャンプでいろいろな体験をしたよ30
7
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　青少年育成観音寺市民会議が行われ、青少年育成功
労者（１人）と善行青少年（小学生２０人、中学生１０人）が
表彰されました。講演会では、観音寺第一高等学校の
岡田倫代先生の「おとなたちへ～ｍｅｓｓａｇｅ～」と題し
た講演と対談があり、多くの人が耳を傾けていました。

青少年育成観音寺市民会議を開催

　百歳の誕生日を迎えた友枝茂一さん（村黒町）を市
長が訪問し、顕彰しました。茂一さんは、若い時から
農業にいそしみ現在もキュウリやナス、ゴーヤなどの
野菜作りに情熱を注いでいます。毎朝、新聞に目を通
し夕方には田の水を見に行くのが日課。家族に囲まれ
穏やかな日々を過ごしています。
　８月１０日現在で、百歳以上の高齢者は３５人です。

百歳おめでとうございます
　　　　野菜作りは今も現役

　第６回全国中学生少林寺拳法大会に出場する少林寺
拳法大野原の選手（大野原中学校１・２年生）の激励
会がありました。男子単独演武と男子団体演武に出場
する７人を代表して矢野君が「先生に教えてもらった
ことを力いっぱい発揮できるよう頑張ってきます」と
力強く決意表明しました。

　高室地区青少年保護育成会主催の親子ふれあい綱引
き大会に、約２１０人が参加しました。全員が気軽に参
加でき、力を合わせることで交流を深めようと、大会
の開催は７回目を迎えます。「そ～れ」の掛け声と共
に小・中学生や保護者が力いっぱい綱を引っ張り、一
進一退の熱戦が繰り広げられました。

１本の綱に力を結集して

将来のオリンピック選手を目指して
　８月下旬に行われる全国大会に出場する市内の小学
生（２人）と中学生（９人）の激励会が行われました。
出場競技は陸上、柔道、水泳の３競技、それぞれの種
目で好成績を目指します。選手を代表して中部中学校
３年生の河田さんが「期待に応えられるように精いっ
ぱい頑張ってきます」と決意表明しました。

　夏休みの思い出づくりにしてもらおうと親子木工教
室が観音寺と豊浜でありました。豊浜会場では、市内
１６組の親子が図面を片手に、香川県建設労働組合西讃
支部の皆さんの協力で思い思いの作品を制作。生まれ
てくる兄弟のための木のパズルやインターネットなど
で調べたおもちゃ、郵便受けなど心のこもった木のぬ
くもりあふれる作品が、次々に完成していました。

７人の拳士、全国大会で技を競う8
6

8
3

8
10

8
10

8
12

8
12 木の香りがするすてきな作品ができたよ
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　８４
歳
、
石
川
理
夫
さ
ん
の
朝

の
始
ま
り
は
、
お
豆
腐
屋
さ
ん

に
豆
乳
を
買
い
に
行
く
こ
と
で

す
。
早
朝
の
空
気
は
お
い
し
く
、

散
歩
を
兼
ね
て
約
２５
年
続
い
て

い
る
日
課
で
す
。
食
事
は
腹
８

分
目
を
心
が
け
、
魚
が
大
好
き

で
、
納
豆
と
野
菜
た
っ
ぷ
り
の

み
そ
汁
も
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
納

豆
は
少
し
砂
糖
を
加
え
て
百
回

混
ぜ
る
と
栄
養
価
が
増
し
お
い

し
い
、
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　運
動
が
好
き
で
、
健
康
器
具

で
足
腰
の
運
動
を
す
る
だ
け
で

な
く
、
こ
と
し
の
夏
は
高
校
野

球
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
テ
レ

ビ
観
戦
も
楽
し
み
ま
し
た
。
ま

た
、
毎
朝
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に

も
夢
中
の
理
夫
さ
ん
。
今
後
の

ド
ラ
マ
の
展
開
な
ど
、
奥
さ
ん

と
の
会
話
も
弾
み
ま
す
。

　趣
味
は
絵
を
描
く
こ
と
で
、

油
彩
画
や
水
彩
画
な
ど
２０
歳
の

こ
ろ
か
ら
続
い
て
い
ま
す
。
公

民
館
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の
絵
画

教
室
の
講
師
や
、
絵
画
グ
ル
ー

プ
「
創
美
会
」
で
は
毎
月
１
回

定
例
会
を
し
て
い
ま
す
。
生
徒

さ
ん
や
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
、

楽
し
く
絵
を
描
い
た
り
評
論
を

し
合
っ
た
り
と
、
お
互
い
が
と

て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い
ま

す
。
自
宅
で
描
く
こ
と
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
、
や
は
り
仲
間
と

一
緒
が
一
番
と
話
し
ま
す
。

　少
し
前
に
血
管
年
齢
を
測
る

と
、
８４
歳
の
理
夫
さ
ん
の
血
管

年
齢
は
５５
歳
、
奥
さ
ん
も
実
年

齢
よ
り
約
４０
歳
も
若
い
と
い
う

結
果
が
出
た
そ
う
で
す
。
秘
け

つ
を
聞
く
と
、
豆
乳
や
魚
、
運

動
が
良
い
の
か
な
と
答
え
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
家
族
や
仲

間
と
一
緒
に
毎
日
の
生
活
を
楽

し
む
こ
と
も
、
心
身
の
若
さ
の

秘
け
つ
の
よ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
現
役

　趣
味
と
仲
間
が
、
い
き
い
き
と
し
た
人
生
の
原
動
力

 
 
 

岩 田 梨
り

希
の

ちゃん

父 隆志さん　  　母 奈美さん
（古川町）

 

 

高 橋 杏
あ

実
み

ちゃん

父 篤史さん　   　母 美香さん
（大野原町青岡）

池 田 有
ゆ

希
き

ちゃん
父 貴司さん　 　母 伊代さん

（大野原町大野原）

岡 田 泰
たい

志
し

ちゃん

父 慎一さん　   　母 李佳さん
（吉岡町）

 
 

　 桐 唯
ゆい

翔
と

ちゃん

父 将志さん　  　母 絵美さん
（茂木町１丁目）

髙 橋 旺
おう

誠
せい

ちゃん

父 稔さん  　　 母 ひとみさん
（南町５丁目）

満１歳の子どもを募集
　９月３日から９月２8日まで 12月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年９月生まれ

石
川　
理
夫
さ
ん（
木
之
郷
町
）
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み
ん
な
の
輪

絵
手
紙
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

　
　
た
く
さ
ん
の
気
持
ち
を
１
枚
の
は
が
き
に
込
め
て

　「
絵
手
紙
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
」
の
皆
さ
ん
は
、
毎
月
１

回
集
ま
り
、
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
方
へ
絵
手
紙
を
か
い
て
い

ま
す
。
誕
生
日
の
お
祝
い
や
健

康
へ
の
気
遣
い
、
季
節
の
様
子

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
１

枚
の
は
が
き
に
込
め
て
か
き
ま

す
。
出
来
上
が
る
と
、
ホ
ー
ム

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
な
ど
を
通
し
て

手
渡
さ
れ
ま
す
。

　絵
手
紙
は
「
作
品
で
は
な
く

手
紙
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

絵
と
言
葉
と
表
面
の
手
紙
で
気

持
ち
を
伝
え
ま
す
。
絵
は
苦
手

な
会
員
が
多
い
そ
う
で
す
が
、

何
よ
り
も
心
を
込
め
て
丁
寧
に

描
く
こ
と
が
大
切
と
か
。
必
ず

モ
チ
ー
フ
を
見
な
が
ら
、
自
然

の
ま
ま
を
伝
え
ま
す
。
こ
つ
は
、

は
が
き
い
っ
ぱ
い
に
、
は
み
出

す
く
ら
い
大
き
く
描
く
こ
と
。

は
が
き
か
ら
は
み
出
し
た
部
分

は
、
手
紙
を
受
け
取
っ
た
人
に

想
像
し
て
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
に
、
そ
し
て
気
持
ち
は
大

き
く
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　絵
に
添
え
る
言
葉
や
表
面
の

手
紙
文
は
、
読
ん
だ
人
が
思
わ

ず
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
に
、
面
白
み
が
あ
る

言
葉
や
柔
ら
か
い
表
現
を
心
が

け
て
い
ま
す
。
相
手
の
こ
と
を

思
い
な
が
ら
書
く
と
、
誕
生
日

の
お
祝
い
で
も
同
じ
言
葉
に
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
み
ん
な

で
集
ま
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
ア
イ

デ
ア
も
わ
い
て
く
る
そ
う
で
す
。

　絵
手
紙
を
受
け
取
っ
た
人
が

ど
ん
な
表
情
を
し
て
く
れ
る
か

な
と
想
像
し
な
が
ら
、
楽
し
ん

で
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

「まごわ（は）やさしい」料理で　
　　　　健康寿命を延ばしましょう

　「まごわ（は）やさしい」とは、健康な食生活に

役立つ和の食材の最初の文字を覚えやすく言いかえ

たものです。「ま」は豆類、「ご」はごまなどの種実

類、「わ」はワカメなどの海藻類、「や」は野菜、「さ」

は魚、「し」はシイタケなどのキノコ類、「い」はイ

モ類です。どれも普通に手に入る昔ながらの食材で、

食物繊維やビタミン、カルシウム、鉄分などを多く

含み、生活習慣病の予防に理想的です。先ごろ発表

された健康寿命は、香川の男性は３８位（６９．８６歳）、女

性は４２位（７２．７６歳）でした。「まごわ（は）やさし

い」料理を積極的に取り入れて、健康寿命を延ばし

ましょう。学校給食では、これに「に」の肉を加え、

子どもたちの栄養バランスをさらにアップさせました。

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

献立

★麦ごはん　

★瀬戸内まめあじ
の三杯酢　

★まごわ（は）やさ
しい煮

★すいとん汁

★牛乳

★ミニトマト

まごわ（は）やさしい煮
　　　（４人分）

水煮大豆８０ｇ、牛肉８０ｇ、ゴボウ４０ｇ、ニン

ジン４０ｇ、レンコン４０ｇ、こんにゃく４０ｇ、

干しシイタケ２枚　ひじき４ｇ、カエリチリ

メン少々、いりごま少々、ごま油小さじ１、

砂糖大さじ１、しょうゆ大さじ１、みりん大さ

じ１、だし汁３６０㏄

❶ゴボウはささがきにして水につけ、あくを

抜く。ニンジンはいちょう切り、レンコン

は薄めのいちょう切りにする。こんにゃく

はゆでて短冊切りにする。干しシイタケは

もどしていちょう切りにする。ひじきはも

どしておく。

❷ごま油を熱し、牛肉をいため、ゴボウ、干

しシイタケ、こんにゃく、ニンジン、レン

コン、ひじきの順に入れていため、だし汁

と大豆を加える。

❸調味料を加え全体に味がついたら、仕上げ

にカエリチリメンとごまをふる。

材　料

作り方
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　市
で
は
、
平
成
２５
年
度
か
ら

観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
業
務
等
を
民
間
業
者
に
委

託
し
ま
す
。
経
営
能
力
や
技
術

能
力
等
の
活
用
お
よ
び
調
理
業

務
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

委
託
す
る
民
間
事
業
者
は
、
公

募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

り
募
集
・
選
定
を
行
い
ま
す
。

　募
集
要
項
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
９
月
３
日
か
ら
１０
月
５

日
ま
で
掲
載
し
ま
す
。

　学
校
給
食
課

　
　
　
　
　☎

５７

−

６
６
６
０

　平
成
２４
年
８
月
か
ら
、
児
童

扶
養
手
当
の
支
給
要
件
に
、
配

偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で

「
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」

が
出
さ
れ
た
場
合
が
加
わ
り
ま

し
た
。

　児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る

た
め
に
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
の
上
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　子
育
て
支
援
課
児
童
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　市
内
に
１
年
以
上
住
所
が
あ

り
、
９
月
１５
日
現
在
で
８０
歳
、

８８
歳
お
よ
び
１
０
０
歳
以
上
の

人
に
敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

　対
象
者
に
は
通
知
書
を
郵
送

し
ま
す
。
時
間
と
場
所
を
左
表

で
確
認
し
て
受
け
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

印
鑑

通
知
書
（
は
が
き
）

　市
で
は
高
齢
者
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
在
宅
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　便
利
な
制
度
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎

５４

−

５
７
０
０

　豊
浜
支
所

　
　
　
　
　☎

５２

−

１
２
０
０

観
音
寺
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
業
務
等
委
託
業
者
を

　
　
　
　
　
　
公
募
し
ま
す

児
童
扶
養
手
当

支
給
要
件
が
一
部
改
正

敬
老
祝
金
を
支
給
し
ま
す

在
宅
高
齢
者
の
福
祉
制
度

各地区敬老祝金支給日

月　日 時　　　　間 場　　　所 町　　　　名

９月　　
１４日（金） ９：００～１１：００ 一ノ谷公民館 中田井町、本大町、古川町、吉岡町

１８日（火）

９：００～１１：００ 伊吹支所 伊吹町

９：００～１１：００ 高室公民館 高屋町、室本町

１３：３０～１５：３０ 常磐公民館 流岡町、村黒町、植田町、出作町

１９日（水）

９：００～１５：００ 大野原支所 大野原町

９：００～１５：００ 豊浜福祉会館 豊浜町

９：００～１１：００ 観音寺東公民館 観音寺町（上市、川原、殿）、茂木町、
茂西町、八幡町、天神町、坂本町、幸町

９：００～１１：００ 観音寺南公民館
観音寺町（明星、中央、柳、青柳、三架
橋、駅通、七間橋、中洲、中新、若宮、
春日、大和）、有明町、栄町、昭和町

１３：３０～１５：３０ 柞田公民館 柞田町

２０日（木）
９：００～１１：００ 観音寺西公民館

観音寺町（上若、南、蛭子、仮屋、加茂
田、元、港）、南町、三本松町、琴浪町、
瀬戸町

１３：３０～１５：３０ 粟井公民館 粟井町

２１日（金）
９：００～１１：００ 豊田公民館 新田町、原町、池之尻町

１３：３０～１５：３０ 木之郷公民館 木之郷町

サービス名 対　　象　　者 内　　　容 自己負担

訪問理美容

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため理容店や美容院に行くこ
とが困難な人

男性：調髪
女性：カットと
　　　ブロー

２，６００円
（年４回以内）

寝具類等洗濯
乾燥消毒

６５歳以上の一人暮らし、または高齢
者のみの世帯で心身の障がいや傷病
などのため寝具類の衛生管理が困難
な人

寝具の洗濯・乾燥
・消毒 （３点一式
＝掛・敷布団・毛
布、４点一式＝掛
・敷布団・毛布・
マットレス）

３点一式＝６００円
４点一式＝１，０００円

（年２回以内）

おむつ支給 ６５歳以上で要介護３・４・５の在宅
高齢者

現物支給
３，０００円限度／月 　

ねたきり者在宅
介護手当支給

６５歳以上の要介護４・５の在宅高齢
者を介護している人（１カ月のうち
１５日以上在宅で介護していること）

年度末支給
５，０００円／月 　

生活管理        
指導員派遣

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、日常生活での指
導などが必要な一人暮らしの在宅高
齢者

生活指導員の日常
生活上の指導・支
援

（週２時間以内）

１時間２３５円

生きがい活動    
支援通所

６５歳以上で、要介護・要支援に認定
されていない人で、家に閉じこもり
がちな在宅高齢者

趣味や創作活動、
入浴・給食サービ
スなど                    

（月２回以内）

１回 １，１３０円

緊急通報用      
電話機貸与

６５歳以上の一人暮らしで、身体上の
状況により日常生活に不安がある人
（所得税非課税世帯であること）

押しボタン式通報
装置を設置 　
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　臨
港
地
区
と
は
都
市
計
画
法

第
９
条
第
２２
項
に
規
定
す
る
地

域
地
区
の
ひ
と
つ
で
、
港
湾
の

管
理
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、

豊
浜
港
臨
港
地
区
を
変
更
し
ま

す
。
主
な
内
容
は
、
現
在
の
指

定
済
区
域
の
見
直
し
に
伴
い
、

一
部
の
港
湾
施
設
の
編
入
を
行

い
ま
す
。

●

素
案
の
閲
覧
お
よ
び

　
　
　
　
　公
述
人
の
申
し
出

　公
聴
会
に
出
席
し
て
意
見
を

述
べ
た
い
人
（
公
述
人
）
は
、

素
案
の
閲
覧
場
所
に
あ
る
公
述

申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

９
月
１０
日
（
月
）
～
２４
日
（
月
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

１５
分
（
土
・
日
、
祝
日
は
除
く
）

都
市
整
備
課

●

公
聴
会

　市
民
の
皆
さ
ん
や
利
害
関
係

者
の
意
見
を
見
直
し
に
反
映
さ

せ
る
た
め
、
公
聴
会
を
開
き
ま

す
。
公
述
の
申
し
出
が
な
い
と

き
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

９
月
２８
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
か
ら

中
央
図
書
館
２
階
多
目
的
ホ

ー
ル

●

公
聴
会
の
傍
聴

　傍
聴
し
た
い
人
は
直
接
会
場

へ
来
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
傍

聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
。

　都
市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

　選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
５

●

告
示
日
９
月
１６
日
（
日
）

●

立
候
補
者
の
受
け
付
け

９
月
１６
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

事
前
に
、
立
候
補
届
出
書
類

審
査
を
し
ま
す
。

●

有
権
者
の
対
象

平
成
２４
年
３
月
３１
日
に
確
定

し
た
市
農
業
委
員
会
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

●

投
票
日
時

　９
月
２３
日
（
日
）

　午
前
７
時
～
午
後
８
時

●

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
旅
行
な
ど
の

理
由
で
投
票
で
き
な
い
人
は
、

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

９
月
１７
日
（
祝
・
月
）
～
２２
日

（
祝
・
土
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
８
時

●

投
票
場
所

観
音
寺
共
同
福
祉
施
設
１
階

展
示
ホ
ー
ル

　１
８
０
８
年
に
大
阪
か
ら
購

入
さ
れ
た
と
文
献
に
残
る
太
鼓

台
。
船ふ
な

渡と

御ぎ
ょ

な
ど
、
伊
吹
島
な

ら
で
は
の
祭
り
を
見
に
き
て
く

だ
さ
い
。

１０
月
６
日
（
土
）、
７
日
（
日
）

伊
吹
支
所
☎
２９

−

２
１
１
１

　社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
８

　敬
老
の
日
を
お
祝
い
し
て
、

市
内
の
６０
歳
以
上
の
人
に
公
衆

浴
場
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

　９
月
１６
日
（
日
）

　共
楽
湯

　☎
２５

−

４
６
９
５

　就
業
構
造
基

本
調
査
が
、
全

国
か
ら
抽
出
さ

れ
た
約
４７
万
世

帯
の
１５
歳
以
上

の
人
を
対
象
に

行
わ
れ
ま
す
。
就
業
・
不
就
業

の
状
態
を
調
べ
、
雇
用
政
策
や

経
済
政
策
な
ど
に
役
立
て
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
調
査
員
が
訪

問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　企
画
課
情
報
統
計
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
７

　中
部
中
学
校
へ
の

　
　
　
　
　
　絵
画
の
寄
贈

　
　観
音
寺
中
央

　
　
　ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

平
成
２４
年
１０
月
１
日
現
在
で

就
業
構
造
基
本
調
査
を
実
施

公
衆
浴
場
の
無
料
開
放

豊
浜
港
臨
港
地
区
の

　
　
見
直
し
を
行
い
ま
す

観
音
寺
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
委
員
選
挙

伊
吹
の
秋
祭
り

香川オリーブガイナーズ公式戦・定期交流戦

あ
り
が
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

四国アイランドリーグｐｌｕｓ ２０１２コカ・コーラ杯

商工観光課　☎２３−３９３３観戦無料

　　　９月８日（土）午後１時から

　　　市総合運動公園野球場

　両チームの奮闘を
　　　　ぜひ観戦してください！！

日 時

場 所

香川
オリーブガイナーズ

徳島
インディゴソックス対
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私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら

　
　
　
　
　
　始
め
ま
せ
ん
か

　
　家
族
や
仲
間
の
変
化
に

気
付
い
て
、
声
を
か
け
る

　本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

耳
を
傾
け
る

　
　早
め
に
専
門
機
関
に
相

談
す
る
よ
う
勧
め
る

　
　温
か
く
寄
り
添
い
な
が

ら
、
じ
っ
く
り
と
見
守
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　一
人
で
悩
ま
ず
、
あ
な
た
の

悩
み
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　毎
月
第
１
水
曜
日
（
１
月
は

第
２
水
曜
日
）
の
午
後
１
時
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
無
料
相
談

を
し
て
い
ま
す
。

○

司
法
書
士
に
よ
る
法
律
相
談

（
働
く
婦
人
の
家
相
談
室
）

○

保
健
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
（
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
ふ
れ
あ
い
相
談
室
）

　社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　☎

２３

−
３
９
６
３

　香
川
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会
で
は
、
児
童
や

障
が
い
者
、
高
齢
者
な
ど
が
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

て
「
内
容
が
契
約
と
違
う
」
「
職

員
の
言
葉
に
傷
つ
い
た
、
き
ち

ん
と
ケ
ア
を
し
て
く
れ
な
い
」

な
ど
、
困
っ
た
こ
と
や
悩
み
な

ど
の
相
談
を
受
け
、
解
決
に
当

た
り
ま
す
。

　サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
や
家
族
、

代
理
人
、
民
生
児
童
委
員
や
関

係
職
員
が
相
談
で
き
、
匿
名
で

も
可
能
で
す
。
相
談
後
は
、
相

談
者
の
許
可
を
得
て
詳
し
く
状

況
を
調
べ
、
助
言
や
事
業
者
へ

改
善
の
申
し
入
れ
を
し
ま
す
。

虐
待
や
重
大
な
法
令
違
反
行
為

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、

県
知
事
に
速
や
か
に
通
知
し
ま

す
。　委

員
会
は
、
社
会
福
祉
法
に

位
置
づ
け
ら
れ
る
公
正
・
中
立

な
第
三
者
機
関
で
す
。
秘
密
は

守
ら
れ
、
費
用
は
無
料
で
す
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

香
川
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営

適
正
化
委
員
会

☎
０
８
７

−

８
６
１

−

１
３
０
０

　責
任
技
術
者
の
登
録
を
し
て

い
る
人
は
、
登
録
有
効
期
限
が

平
成
２５
年
３
月
３１
日
で
満
了
し

ま
す
。
引
き
続
き
登
録
を
受
け

る
場
合
は
、
更
新
講
習
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。

１２
月
１１
日
（
火
）

綾
歌
総
合
文
化
会
館

　
　
　
　「
ア
イ
レ
ッ
ク
ス
」

１０
月
１
日
（
月
）
～
２６
日
（
金
） 

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

下
水
道
課
庶
務
普
及
係

　
　
　
　☎

２５

−
６
８
９
０

下
水
道

　い
き
も
の
す
べ
て
の

　
　
　
　
　
　
　い
の
ち
の
わ

　９
月
１０
日
の
下
水
道
の
日
に

ち
な
み
、
小
学
生
ポ
ス
タ
ー
展

を
開
催
し
ま
す
。

９
月
７
日
（
金
）
～
１４
日
（
金
）

市
役
所
本
庁
１
階
ロ
ビ
ー

下
水
道
課
☎
２５

−

６
８
９
０

　緑
の
募
金
運
動
は
、
森
を
守

り
育
て
る
た
め
、
緑
の
羽
根
を

シ
ン
ボ
ル
に
昭
和
２５
年
に
始
ま

り
ま
し
た
。
学
校
や
公
園
、
各

施
設
の
緑
化
や
里
山
の
保
全
、

山
火
事
で
焼
失
し
た
緑
の
復
元
、

市
内
の
保
存
木
の
保
護
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　募
金
箱
は
、
市
役
所
や
各
支

所
な
ど
に
も
設
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。　都

市
整
備
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
１
８

　廃
棄
物
を
減
ら
し
、
資
源
を

再
利
用
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や

エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
の
家
電

製
品
は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法

で
再
商
品
化
（
リ
サ
イ
ク
ル
）

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
処
分
費
用
は
消
費
者
が

負
担
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　し
か
し
、
家
電
製
品
等
の
不

法
投
棄
は
一
向
に
減
ら
な
い
の

が
現
状
で
、
平
成
２３
年
度
は
１

８
９
件
あ
り
ま
し
た
。
不
法
投

棄
は
近
隣
へ
の
迷
惑
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
土
壌
汚
染
な
ど
環

境
に
も
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
処
分
費
用
は
税
金
で

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象

家
電
の
処
分
方
法

　家
電
を
購
入
ま
た
は
、
買
い

替
え
を
し
た
店
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

●

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
ら

　車
の
ナ
ン
バ
ー
や
色
や
形
、

車
種
、
人
物
を
特
定
で
き
る
情

報
な
ど
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　生
活
環
境
課

　
　
　
　
　☎

２５

−

２
６
９
８

　観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

　９
月
３０
日
（
日
）

　観
音
寺
東
小
学
校

福
祉
サ
ー
ビ
ス
悩
み
相
談

９
月
１０
日
～
１６
日

　
　
　
自
殺
予
防
週
間

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
更
新
講
習

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

資
源
回
収
予
定

９
月
１
日
～
１０
月
３１
日

緑
の
募
金
強
調
運
動
期
間

「
下
水
道
の
日
」ポ
ス
タ
ー
展

気
付
き

つ
な
ぎ

見
守
り

傾
聴

種　類 平成２３年 平成２４年 増　減

可燃ごみ 1,003.09 1,005.33 2.24

新　　聞 30.68 35.76 5.08

雑誌・ざつ紙 27.81 28.24 0.43

段ボール 20.38 18.10 △ 2.28

（単位：トン）ごみの収集状況（７月）
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　治
療
が
必
要
に
な
る
前
に
生

活
習
慣
を
改
善
し
、
予
防
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
特
定
保
健

指
導
の
対
象
に
な
っ
た
ら
「
自

分
の
健
康
に
つ
い
て
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
」
と
前
向
き
に
考

え
、
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

１０
月
か
ら
、
医
師
や
保
健
師
、

管
理
栄
養
士
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
ス
タ
ッ
フ
が
教
室
を
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。
自
分
に
合
っ
た
運
動

や
「
こ
れ
な
ら
で
き
そ
う
」
と

い
う
食
生
活
の
改
善
方
法
を
、

ス
タ
ッ
フ
や
参
加
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

自
分
一
人
で
は
な
か
な
か
で
き

な
か
っ
た
こ
と
も
、
同
じ
目
標

を
持
つ
仲
間
と
な
ら
、
楽
し
く

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
、
対
象
に
な
ら
な
か
っ

た
人
も
、
特
定
健
診
の
結
果
か

ら
、
自
分
の
運
動
や
食
事
な
ど

の
生
活
習
慣
を
振
り
返
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　☎
２３

−

３
９
６
４

①
特
定
健
診
の
受
診

特
定
健
診
実
施
期
間

　６
月
１
日
～
１０
月
３１
日

人
間
ド
ッ
グ
を
受
診
す
る
た
め
特
定
健
診
を
受
け
な
い
場

合
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
２３

−

３
９
６
４
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

②
特
定
保
健
指
導
の
案
内

健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
り
生
活
習
慣
病
が
予

防
で
き
そ
う
な
人
へ
特
定
保
健
指
導
利
用
券
を
送
付
し
ま
す
。

○

動
機
付
け
支
援
＝
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
度
が
中
程
度
の
人

○

積
極
的
支
援
＝
生
活
習
慣
改
善
の
必
要
度
が
高
い
人

③
初
回
面
接

食
生
活
の
見
直
し
や
運
動
な
ど
、
今
後
６
カ
月
間
で
取
り
組

む
目
標
を
設
定

④
初
回
面
接
か
ら
６
カ
月
後

６
カ
月
間
を
振
り
返
り
、
生
活
の
変
化
を
確
認

　医
師
の
話
や
、
栄
養
士
に
よ
る
個
別
相
談
や
各
運
動
教

室
に
参
加
し
な
が
ら
、
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
み
ま

す
。
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
て
取
り
組
め
る
よ
う

に
、
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　４０
歳
か
ら
７４
歳
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象
に
６
月
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
特
定
健
診
は
、
自
分
の
健
康
状
態
を
知
る
た

め
の
健
診
で
す
。
健
診
の
結
果
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、
特
定
保
健
指
導
を
案
内
し
て
い
ま
す
。

−
国
民
健
康
保
険
以
外
の
人

−
○

被
用
者
保
険
（
健
康
保
険
組

合
や
共
済
組
合
な
ど
の
医
療

保
険
）
に
加
入
す
る
、
４０
歳

以
上
７５
歳
未
満
の
被
保
険
者

と
被
扶
養
者
（
家
族
）
は
、

各
医
療
保
険
者
が
特
定
健
診

等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

○

７５
歳
以
上
の
人
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
委

託
を
受
け
て
市
が
後
期
高
齢

者
医
療
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

−

参
加
者
の
声

−

動
機
付
け
支
援
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　（

７０
歳
代
・
男
性
）

　わ
た
し
は
動
機
付
け
支
援
に

参
加
し
た
。
当
初
心
配
は
な
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
一
抹
の
不

安
は
あ
っ
た
。
メ
タ
ボ
は
仕
方

の
な
い
体
型
。
糖
は
心
配
の
種
。

参
加
し
て
驚
い
た
事
は
筋
力
ア

ッ
プ
体
操
。
こ
れ
き
つ
い
。
続

く
の
か
な
あ
…
と
自
信
は
な
い
。

そ
れ
で
も
筋
力
ア
ッ
プ
に
参
加

し
た
。
参
加
者
の
勧
め
も
あ
り

テ
レ
ビ
体
操
を
始
め
た
。
テ
レ

ビ
体
操
は
運
動
の
方
法
・
目
的
・

効
果
を
解
説
し
て
い
る
。
な
ん

と
筋
力
ア
ッ
プ
の
先
生
と
共
通

点
が
多
い
。
納
得
し
た
。
数
カ

月
後
効
果
が
出
始
め
た
。
気
が

つ
い
た
ら
車
の
運
転
中
左
右
の

確
認
が
簡
単
に
で
き
て
い
る
。

つ
ま
り
首
が
左
右
に
良
く
回
っ

て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
す
ご

い
。
食
の
方
は
も
ら
っ
た
資
料

を
参
考
に
し
た
。
そ
の
結
果
こ

と
し
の
健
診
で
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン

Ａ
１
ｃ
５
・
９
、
前
年
は
６
・
６
。

糖
尿
病
治
っ
た
と
思
い
保
健
師

に
聞
い
た
。
小
康
状
態
で
す
と

言
う
。
俺
に
も
で
き
た
。
自
信

が
つ
い
た
。
頑
張
る
ぞ
完
治
の

可
能
性
は
見
え
て
き
た
。
運
動

は
兎
型
は
だ
め
、
亀
型
だ
。
食

は
さ
ら
に
管
理
。
睡
眠
は
昔
か

ら
Ｏ
Ｋ
。
体
重
・
腹
囲
減
で
、

共
に
Ｏ
Ｋ
。
血
圧
は
少
々
高
め
。

今
、
一
段
の
減
塩
で
す
か
？

改
善
目
標

①
体
重
１
・
５
㎏
減

②
食
事
量
を
減
ら
す

６
カ
月
後

①
体
重
２
㎏
減

　腹
囲
４
・
６
㎝
減

②
運
動
量
を
３０
分
増
や
し
た
。

筋
力
ア
ッ
プ
か
ら
ヒ
ン
ト
を

得
て
、
ラ
ジ
オ
体
操
か
ら
テ

レ
ビ
体
操
に
変
え
た
。

③
主
菜
の
量
を
減
ら
し
た
。

④
朝
食
の
量
を
増
や
し
て
、
夕

食
の
量
を
減
ら
し
た
。

−

特
定
保
健
指
導
の
流
れ

−

元
気
で
健
康
な
日
々
を
過
ご
す
た
め

特
定
保
健
指
導
を
受
け
て
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う



16

　料
理
初
心
者
の
男
性
が
楽
し

く
作
れ
る
教
室
で
す
。

各
教
室
３０
人
（
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
）

１
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
巾

各
教
室
１
週
間
前
ま
で

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

９
月
１４
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

保
健
セ
ン
タ
ー

９
月
１８
日
（
火
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

９
月
２１
日
（
金
）

午
前
９
時
３０
分
～
午
後
１
時

豊
浜
福
祉
会
館

や
さ
し
い
食
事
／
座
談
会

　９
月
２０
日
（
木
）

　午
後
３
時
３０
分
～
午
後
５
時

●

夜
間
糖
尿
病
教
室

糖
尿
病
性
網
膜
症
／
足
壊え

疽そ

　９
月
１３
日
（
木
）

　午
後
６
時
～
午
後
７
時
３０
分

　各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

５２

−

２
７
２
６

９
月
２３
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

一
ノ
谷
小
学
校
体
育
館

キ
ン
ボ
ー
ル

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

９
月
１４
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

16

９
月
２４
日
か
ら
３０
日
は

　
　
　
　
　「
結
核
予
防
週
間
」

　結
核
は
人
か
ら
人
に
う
つ
る

感
染
症
で
す
。
現
在
で
も
、
全

国
で
年
間
約
２
万
５
千
人
が
新

た
に
発
症
し
、
約
２
千
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
決
し
て
過

去
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
期
健
診
と
早
め
の
受
診
を

　自
分
自
身
の
健
康
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
や
友
人

な
ど
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が

重
要
で
す
。
次
の
よ
う
な
症
状

が
長
く
続
く
場
合
は
、
必
ず
診

療
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

○

咳
が
２
週
間
以
上
続
く

○

痰た
ん

が
で
る
（
血
が
混
ざ
る
）

○

体
が
だ
る
い
、
微
熱
が
続
く

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

１
に
運
動

　２
に
食
事

し
っ
か
り
禁
煙

　最
後
に
ク
ス
リ

～
健
康
寿
命
を
の
ば
し
ま
し
ょ
う
～

　運
動
や
料
理
講
習
会
な
ど
に

積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　予
防
接
種
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
２４
年
９
月
１
日
か
ら
単
独

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
接
種
対

象
者
は
、
８
月
末
に
個
人
通
知

し
て
い
ま
す
。
個
別
予
防
接
種

協
力
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

３
カ
月
児
～
７
歳
６
カ
月
児

で
、
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
未

接
種
者
ま
た
は
す
で
に
一
回

接
種
済
み
の
子
ど
も

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２３

−
３
９
６
４

　愛
育
会
は
、
地
域
や
家
族
の

健
康
づ
く
り
や
、
地
域
を
よ
り

良
く
す
る
た
め
に
活
動
し
て
い

ま
す
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前

の
子
ど
も
が
楽
し
め
る
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
親
同
士
で
い

ろ
い
ろ
な
話
が
で
き
、
育
児
の

悩
み
相
談
や
、
地
域
の
情
報
が

得
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
産
婦

や
乳
児
が
い
る
家
庭
へ
の
声
か

け
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
４

４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
お
願
い

　安
全
な
輸
血
を
行
う
た
め
、

４
０
０
㍉
㍑
献
血
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

メ
タ
ボ
予
防
①

●

腎
臓
病
教
室

運
動
療
法
の
必
要
性
／
腎
臓
に

結
核
は
国
内
最
大
の
感
染
症

９
月
は
健
康
増
進
普
及
月
間

献
血
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

参
加
者
募
集

　
　
　
男
性
料
理
教
室

愛
育
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

　
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
す
！

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

９
月
９
日
（
日
）
午
前
９
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
３
時

香
川
豊
南
農
業
協
同
組
合

観
音
寺
中
央
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ

９
月
１４
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

豊
浜
福
祉
会
館

観
音
寺
市
大
豊
商
工
会

９
月
２２
日
（
祝
・
土
）
午
前
９

時
３０
分
～
正
午
、
午
後
１
時

～
午
後
３
時
３０
分

萩
の
丘
公
園

大
野
原
地
区
献
血
推
進
協
議
会

９
月
１４
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

健
康
学
習
＝
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
ポ
ッ
コ
リ
お
腹
（
脂
肪

肝
の
超
音
波
検
査
）
／
健
診

結
果
を
見
て
み
よ
う

９
月
２８
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
素
材
を
生
か
し

て
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
①

実
費
６
０
０
円

ス
ポ
ー
ツ
情
報

健
康
コ
ー
ナ
ー
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９
月
２９
日
（
土
）

午
後
６
時
受
け
付
け

市
民
会
館
前
集
合
～
不
動
の

滝
（
三
豊
市
豊
中
町
）
往
復

市
民

懐
中
電
灯

２
０
０
円
（
保
険
料
を
含
む
）

９
月
２１
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
１

保
育
士
・
土
木
（
短
大
卒
業
程
度
）

県
職
員
（
高
校
卒
業
程
度
）

　
　
　
　９
月
２３
日
（
日
）

保
育
士
＝
昭
和
５８
年
４
月
２

日
～
平
成
５
年
４
月
１
日
生

ま
れ
／
土
木
＝
平
成
元
年
４

月
２
日
～
平
成
５
年
４
月
１

日
生
ま
れ
／
高
校
卒
業
程
度

＝
平
成
３
年
４
月
２
日
～
平

成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

９
月
４
日
（
火
）
ま
で

警
察
官
（
高
校
卒
業
程
度
）

１０
月
１３
日
（
土
）
、
１４
日
（
日
）

昭
和
５９
年
４
月
２
日
～
平
成

７
年
４
月
１
日
生
ま
れ

９
月
３
日
（
月
）
～
２５
日
（
火
）

香
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
３
２

−
３
７
１
２

観
音
寺
警
察
署
（
警
察
官
）

　
　
　
　☎

２５
−

０
１
１
０

●

防
衛
大
学
校
学
生

１１
月
１０
日
（
土
）
、
１１
日
（
日
）

高
卒
（
見
込
含
む
）
２１
歳
未
満

●

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

１０
月
２７
日
（
土
）
、
２８
日
（
日
）

高
卒
（
見
込
含
む
）
２１
歳
未
満

●

看
護
学
生

　
　
　
　１０
月
２０
日
（
土
）

高
卒
（
見
込
含
む
）
２４
歳
未
満

９
月
３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　１０
月
１
日
（
月
）

　自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　
　
　
　☎

２５

−

６
１
２
２

１１
月
１０
日
（
土
）
、
１１
日
（
日
）

９
月
３
日
（
月
）
～
１８
日
（
火
）

（
当
日
消
印
有
効
）

生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
４
３

三
豊
合
同
庁
舎
３
階
大
会
議
室

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

９
月
１３
日
（
木
）

午
前
１０
時
～
正
午

三
豊
合
同
庁
舎
３
階
研
修
室

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　
　吉
本
誠
一
先
生

支
援
を
考
え
る
「
サ
ポ
ー
ト

フ
ァ
イ
ル
か
け
は
し
」
／
意

見
交
換
会

発
達
障
が
い
児
の
保
護
者

９
月
９
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
３
時

ク
リ
ニ
ッ
ク
池
田

　
　
　
　
　池
田
宣
聖
医
師

炎
症
性
腸
疾
患
（
潰
瘍
性
大

腸
炎
・
ク
ロ
ー
ン
病
）

１０
月
２
日
（
火
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時
３０
分

健
康
運
動
指
導
士

　
　
　
　
　古
市
敬
子
先
生

楽
し
い
リ
ハ
ビ
リ
～
み
ん
な

で
体
を
動
か
そ
う
～

９
月
７
日
（
金
）
ま
で

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

健
康
福
祉
総
務
課

　
　
　
　☎

２５

−

３
０
８
２

　こ
こ
ろ
の
病
は
特
別
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
も
が
安

心
し
て
生
活
す
る
た
め
に
、
で

き
る
こ
と
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１０
月
４
日
（
木
）、
１８
日
（
木
）

２６
日
（
金
）、
１１
月
１
日
（
木
）

午
後
１
時
３０
分
～
午
後
４
時

三
豊
合
同
庁
舎
３
階
大
会
議
室

市
内
ま
た
は
三
豊
市
在
住
の
人

３０
人

９
月
１４
日
（
金
）
ま
で

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　９
月
１０
日
か
ら
１６
日
の
自
殺

予
防
週
間
に
合
わ
せ
て
、
弁
護

士
が
全
国
一
斉
「
暮
ら
し
と
こ

こ
ろ
の
相
談
会
」
を
し
ま
す
。

９
月
１２
日
（
水
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

香
川
県
弁
護
士
会
館
２
階

（
高
松
市
丸
の
内
２

−

２２
）

無
料

香
川
県
弁
護
士
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

　
　
　
お
月
見
ハ
イ
キ
ン
グ

自
衛
官
採
用
試
験

高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

県
職
員
等
採
用
試
験

精
神
保
健
福
祉

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の
相
談
会

難
病
講
演
会

発
達
障
が
い
の
研
修
会
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第
一
次
試
験

一
次
試
験

一
次
試
験

前
期
一
次
試
験

第
一
次
試
験

試
験
日

地　区 日　　　時 会　　場

観音寺 ９月９日（日）　８：３０～ 有明グラウンド

高室 １６日（日）　８：２０～ 高室小学校

常磐 １６日（日）　８：３０～ 常磐小学校

柞田・木之郷 １６日（日）　８：３０～ 柞田小学校

粟井 １６日（日）　８：３０～ 粟井小学校

豊田 １６日（日）　８：４０～ 豊田小学校

伊吹 ２２日（祝・土）９：００～ 伊吹小中学校

各地区体育祭予定

ス ポ ー ツ 行 事
月　日 行　　　　　事

９／１５・
１６・１７

讃岐ユースサッカーフェスティバル
９：００～／総合運動公園ほか

１６
第６２回近県卓球選手権大会団体戦
９：００～／市立総合体育館

１７
第６２回近県卓球選手権大会個人戦
９：００～／市立総合体育館

２９
第４７回市老連ゲートボール大会
８：００～／総合運動公園

３０

県ねんりんピック（ペタンク）
８：３０～／総合運動公園
西日本ドッジボール大会
９：００～／市立総合体育館

１０／６・７
三観地区中学校新人体育大会軟式野球競技
９：００～／総合運動公園ほか１会場

お
知
ら
せ
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新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

９
月
９
日
（
日
）

午
前
７
時
～
午
前
９
時

柞
田
川
広
野
橋
・
黒
渕
橋
付

近
集
合

草
刈
り
機
が
あ
る
人
は
持
っ

て
き
て
く
だ
さ
い
。

雨
天
の
場
合
は
１５
日
（
土
）

　柞
田
地
区
・
地
域
福
祉
活

動
推
進
委
員
会

　
　
　
　☎

２４

−
２
４
１
７

９
月
２３
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

柞
田
小
学
校
３
階
多
目
的
室

○

講
演
「
人
か
ら
人
へ
つ
な
げ

る
川
の
恵
み
」
香
川
県
環
境

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
井
上
修
氏

○

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
豊
か
な
柞
田
川
の
未
来
に

向
け
て
」

８０
人
（
入
場
無
料
）

柞
田
川
流
域
水
環
境
保
全
推

進
協
議
会
（
柞
田
川
の
未
来

を
守
る
会
）

　生
活
環
境
課
☎
２５

−

２
６
９
８

　登
記
や
戸
籍
・
国
籍
、
供
託
、

人
権
、
公
証
事
務
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
は
厳

守
し
ま
す
。
（
原
則
予
約
制
）

９
月
２３
日
（
日
）

午
前
１０
時
～
午
後
３
時

高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

９
月
３
日
（
月
）
～
１４
日
（
金
）

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　高
松
法
務
局
観
音
寺
支
局

　
　
　
　☎

２５

−

４
５
２
８

●

運
動
会

　９
月
２２
日
（
祝
・
土
）

　午
前
９
時
２５
分
か
ら

●

中
学
部
・
高
等
部
体
験
入
学

　授
業
参
観
や
体
験
学
習
に
気

軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

９
月
２７
日
（
木
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分

事
前
に
連
絡
が
必
要

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　☎

２５

−
１
７
７
５

　９
月
１２
日
（
水
）
～
１４
日
（
金
）

　午
後
１
時
～
午
後
４
時

　９
月
１１
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

　業
界
団
体
の
よ
う
な
名
前
の

と
こ
ろ
か
ら
「
台
風
の
被
害
は

な
い
か
。
火
災
保
険
で
修
理
で

き
る
の
で
無
料
で
お
宅
を
診
断

し
、
保
険
申
請
も
手
伝
う
」
と

電
話
が
あ
っ
た
が
、
信
用
し
て

良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　こ
れ
は
、
自
然
災
害
に
よ
る

住
宅
損
害
が
、
火
災
保
険
の
補

償
対
象
に
な
る
場
合
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
い
消
費
者
が
多
い

点
に
着
目
し
た
勧
誘
方
法
で
、

住
宅
修
理
工
事
契
約
を
結
ぶ
こ

と
が
目
的
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

工
事
内
容
が
ず
さ
ん
だ
っ
た
り
、

必
要
の
な
い
修
理
を
さ
れ
た
り
、

保
険
金
が
下
り
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　自
然
災
害
で
損
害
を
受
け
た

ら
、
ま
ず
は
自
分
で
損
害
保
険

会
社
に
連
絡
し
、
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎

２５

−

５
１
３
５

商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

火
災
保
険
が
使
え
る
と
誘
う

　
　
住
宅
修
理
契
約
に
注
意

法
務
局
休
日
相
談
所

就
農
相
談
窓
口

県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

協
力
し
て
く
だ
さ
い

　
柞
田
川
の
清
掃
活
動

第
１
回
柞
田
川
流
域

　
　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

図書館だよりLibrary News 今月のおすすめ本

「最新 47 都道府県危険度マップ」
著：稲垣秀輝　　出版：エクスナレッジ

内閣府発表「表層地盤のゆれやすさ
全国マップ」をもとに製作された１冊

「女子栄養大学の100 歳までボケない健康レシピ」
監修：香川靖雄　　出版：世界文化社

100 歳まで健康に暮らす食生活の秘けつが満載

英語のおはなし会
休館日　　3・10・17・24日

中央図書館
11 日（火）11：00 ～ 11：30

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

１日（土）　　13：30～14：10
22日（祝・土）　13：30～14：10
21日（金）　　13：30～

★おはなし会

★つぼみ愛書会
　瀬戸内寂聴　梅原猛　著
　「生ききる」（角川文庫）

　外国の人が英語の絵本の
読み聞かせをしてくれます。
無料で自由に参加できます。

これからの予定
10/9・11/13・12/11

★おはなし会
★古典文学講座

８日（土）　　14：00～15：00
15日（土）　　９：30～11：30

大野原図書館

中央図書館

豊浜図書館

１日（土）　　13：30～14：30

15日（土）　　13：30～14：00

★工作教室
　フリスビーをつくろう！
★おはなし会
　紙芝居「あんもちみっつ」ほか
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１２日（水）・２６日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　 弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　１９日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　５日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１４日（金）午前１０時～午

後３時　伊吹開発総合センター／大野原　１３日（木）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１１日（火）午前１０時～午後３時　 豊浜福祉会館老人談話室

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　 土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１２日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　６日（木）・２０日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ６日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　９日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　 ５日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　 １１日（火）・２５日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　 ４日（火）・１８日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　 ６日（木）・２０日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　 ４日（火）

・１８日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老人娯楽室

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

５日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　 就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年相談やまびこ・いじめ相談　☎２３−０９００　　土・日

・祝を除く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成セ

ンター

行政相談　☎２３−３９１５　　２１日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時 ３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所 　三
観
広
域
消
防
署
で
は
、
応

急
手
当
普
及
啓
発
活
動
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
自
治
会
や
事
業

所
等
で
、
応
急
手

当
講
習
会
を
行
う

と
き
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
〜

7
31

火
災

救
急

１
、６
０
２
件

16
件

　

　　
火
災

救
急

　９
月
９
日
か
ら
１５
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」

で
す
。
期
間
中
、
県
内
各
地
で

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
実
技

講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参

加
し
て
正
し
い
知
識
と
技
術
を

身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　大
切
な
い
の
ち

　
　救
急
医
療
が
守
り
ま
す

　突
然
の
事
故
や
急
な
病
気
の

と
き
に
は
、
迅
速
に
適
切
な
応

急
手
当
や
救
急
医
療
が
行
わ
れ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
も
し
も

の
と
き
の
た
め
に
、
次
の
こ
と

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

○

人
工
呼
吸
や
止
血
な
ど
正
し

い
応
急
処
置
を
身
に
つ
け
る

○

い
つ
で
も
相
談
で
き
る
「
か

か
り
つ
け
医
師
」
を
も
つ

○

急
病
以
外
は
、
で
き
る
だ
け

診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

○

安
易
な
救
急
車
の
利
用
は
避

け
る

９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」

７月１日～３１日（敬称略）

香典返し

豊浜町姫浜

出 作 町

大野原町萩原

大野原町大野原

池之尻町

柞 田 町

豊浜町和田

大野原町中姫

古 川 町

柞 田 町

柴川　信一＝

南　　一郎＝

井上　長久＝

牧　　一郎＝

筒井　久祥＝

牧野　　洋＝

冨田　益弘＝

高橋　佳子＝

石川　幾朗＝

上杉　孝道＝

飛田與志一＝

冨田　幾夫＝

香川県建設労働組合大野原地区

国際ソロプチミスト観音寺（車両）

香川県朝日会

三好　　勝＝

佐伯　豪也＝

豊浜町箕浦

柞 田 町

池之尻町

観音寺町

一般寄付

チャイルドシート寄付
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15

22
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９

松井病院
ただ歯科医院
きづな調剤薬局
ひまわり調剤薬局三豊

国土外科医院

しつかわ歯科医院

ふじや薬局

第健調剤薬局

村黒町　☎23−2111

三野町　☎56−2762

村黒町　☎24−4976

豊浜町　☎52−5100

古川町　☎25−0290

詫間町　☎83−6480

観音寺町（青柳）☎25−2884

豊浜町　☎56−3477

森内科医院

野口歯科医院

こぐま薬局

ケイ・アイ薬局

富田内科医院

姫浜調剤薬局

萩の丘公園

小林整形外科医院

快生堂くにた調剤薬局

ひまわり調剤薬局三豊

三野小児科医院

塩田歯科医院

姫浜調剤薬局

八幡町　☎25−7363

柞田町　☎25−3900

八幡町　☎56−0001

豊浜町　☎52−1818

柞田町　☎24−0180

豊浜町　☎52−1733

柞田町　 ☎25−7311

柞田町　 ☎24−1339

豊浜町　 ☎52−5100

吉岡町　☎25−7788

観音寺町（中央）☎25−3872

豊浜町　☎52−1733

医 医医

医

医

医

歯

歯

歯

歯

薬

薬薬

薬

薬

薬

クリニック池田

とよしま歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

植田町　☎23−1500

植田町　☎24−5775

植田町　☎57−6860

豊浜町　☎56−3260

医

歯

薬

育児相談

あぶあぶひろば

３カ月児健診

あぶあぶひろば

のびのび教室

パパママ教室

香川豊南農業協同組合

ほっと相談

プレママ広場

あぶあぶひろば

保

保

保

保 いき

いき

はつらつ会

もぐもぐレッスン

はつらつ会

筋力つけんな～教室

健康栄養相談

はつらつ会

ひまわりの会

9:00 ～ 11:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 16:00

いき

いき

いき

いき

はつらつ会

１歳６カ月児健診

筋力つけんな～教室

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ23 年１月・２月生まれ）

ふれあい広場

3 歳児健診

元気なのぅ（脳）～教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

保

保

ふれ

健康栄養相談

元気なのぅ（脳）～教室

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

筋力つけんな～教室

豊浜福祉会館

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 12:00

ぴよぴよクラブ
9:30 ～ 11:30

ふれ

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 24 年 5 月・6 月生まれ）

ふれあい広場

1歳６カ月児健診

ふれあい広場

さわやか栄養教室

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

ふれ

ふれ

ふれ

ふれ

保 保
（旧観音寺市 H23 年２月生まれ）

（旧観音寺市 H21 年２月生まれ）

骨密度測定

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

のびのび教室

いき

いき

いき

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 15:00

  9:30 ～ 12:00
13:00 ～ 15:30

育児相談

ぴよぴよクラブ

男性料理教室

健康相談

健康相談
１０カ月児相談

ぴよぴよクラブ
  茶話会
シニアエアロビクス

いき

いき

いき
9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:00 ～ 14:30

9:30 ～ 11:00

13:30 ～ 14:00

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ23 年11月生まれ）

保

愛 常

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

いき いき

いき

いき
9:30～11:00

10:00～12:00

14:00～14:30

10:00～12:00

13:30～15:00

9：00～11：30

9:00～12:00/13:00～15:00

9:30～11:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

筋力つけんな～教室

いき
9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ24 年６月生まれ）
保

保

保

豊福

豊福

豊福

豊福

共福

今月の人口
人　口

男 女
世帯数人

人
世帯
人

63,811 
30,671 

24,063 
33,140 

９月の納税・納付
国民健康保険税　　　　 （２期）
後期高齢者医療保険料　 （３期）
介護保険料　　　　　　 （２期）
納期限　10月 1日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティーセンター
伊吹公民館

愛育会行事

豊福

伊

献血 献血

献血

伊

要予約

鏡
かがみ

板
いた

　鏡板は馬具の一種であり、馬の口に装

着し馬を制御する轡
くつわ

の一部です。直接、

馬の口にかませる部分を銜
はみ

といい、その

銜の両側に取りつけて銜がずれないよう

にする金具が鏡板です。中央部には円形

の透かし穴があり、これに銜先を通す構

造になっています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

黒
くろ

島
しま

林
ばやし

１３号墳②（池之尻町） 
ー 母神山古墳群 ー

観音寺市の
　古墳文化

８月１日現在
外国人を含む


